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自己紹介

松蔭大学副学長・常任理事

主な兼職

気候変動と観光

▪ 世界観光機関(UN Tourism) 世界観光倫理委員(2019-2023)

▪ 厚木市観光推進委員会委員長およびやまなみ協議会（周

辺5市区町村の長で構成）観光分野のオブザーバー

気候変動と健康

▪ 世界保健機関（WHO）環境・気候変動・健康の経済学に

関する諮問委員会委員(2023-)、委員長(2026-)

▪ 同機関気候変動・健康政策に内在する倫理に関する諮問

委員会委員(2023-)

それ以外にも、８つの国際機関でコンサルや専門家として貢献。直近では、国連人権理事会の健康権に関する特別報告者の最

終候補の一人でした。



グラスゴー宣言（2021） 地球沸騰化の時代（2023）

アントニオ・グテーレス国連事務総長
ズラブ・ポロリカシュヴィリ世界観光機関

前事務局長

ベレン保健行動計画（2025）

テドロス・アダノム世界保健機関事務局長

緩和政策から適応政策へ

「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰の時

代が到来した」

Source: Greek Travel Pages Source: UN News Source: UN Media



気候変動が観光と健康に与える影響

特に脆弱なグループ

Source: 2024 CDC report



2024年：当日の適応対策 2025年：住民アンケート 2026年：80回目にして初の秋開催

厚木市の取り組み：
当日対応から「開催時期そのものの変更」へ

Source:タウンニュース厚木・愛川・清川版(2025)



気候対策は人口高齢化時代の集客戦略

Source: 令和7年版高齢社会白書 (2025)



ご清聴ありがとうございました。

松浦広明 ／ 松蔭大学副学長・常任理事
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